
（平成27年度中間）［様式１－１］

地域活動協議会への支援状況（運営）

【　城　東　区】　（受託者：一般財団法人大阪市コミュニティ協会　）

地域活動協議
会の取組（※）

地域課題やニーズ
（支援が必要な課題等）

実施時期 支援策（取組）名称 支援（取組）概要
実績

（参加者数等）

区内の各地域が、自地域の課題や解
決の事例を紹介、交換することで、他の
地域が課題解決のためのヒントを得るた
めや、課題を認識するために実施す
る。

4月～
地域活動協議会間の情報交換
会支援

毎月1回、各地域が順次、主催地域となり実施する。運営方法や連絡、内容の作成
などを支援する。

終了地域：榎並地域(34名）、鴫野地域
（109名）、菫地域（52名）、放出地域（63
名）

災害時の避難に関して、地域住民が参
加した訓練を実施しておらず、避難所
や避難ルートを知らない。

5月15日～6月27日
今福地域防災避難訓練の企画・
運営実施の支援

災害時に避難先、避難ルートを知るために訓練を実施する。地域及び小学校児童
の連携しておこなう。事業企画と、当日の運営支援をする。事前に防災リーダーをは
じめ、防災部会の構成員に避難訓練の情報提供と運営方法、課題の共有を図り実
施する。ポスターにより住民の参加を促す。

参加者:児童191名　住民４００名

三方が川に囲まれている地域であるに
も関わらず、災害について関心度が低
く、防災訓練に参加する者が少ない。

5月31日（実施日）
6月23日（検討会）

城東地域防災訓練事業実施支
援及び課題の検討会

防災訓練で自助、共助を知ってもらい、それを契機として地域活動に参加してもらう
ことで、共助のためのつながりを作ってもらう。事前の事業告知、募集の事務支援及
び当日の訓練実施運営の支援をする。
訓練後、参加者が訓練を踏まえ課題を検討会を実施し、課題の共有をするために
ファシリテートをする。また、次のためのアイデア出しを実施する。

参加者　　5/31：18名
　　　　　　 6/23：19名

地域が取り組む高齢者見守り事業と、
区社会福祉協議会が実施する見守り事
業とが、重複して実施しようとしている。

6月１１日～
森之宮地域高齢者見守り事業実
施支援

区社協がおこなう見守りネットワーク強化事業との調整を行い、円滑な事業連携の
実施のための調整、連携の支援をする。

区社協、森之宮病院、地域との連携、
調整

災害時に地域におけるボランティア、協
力者の数が少ない。

6月15日～
成育地域防災委員の仕組づくり
の支援

地域住民を対象に、平常時には災害に対する情報提供や防災訓練の参加、災害
時にはボランティアとして協力してくれる方を、防災委員として登録してくれる方を募
集する仕組みを作る、ポスターなど媒体を利用しての合意形成の支援をする。

会議3回　出席者：36名

地域での防災の理解を深めるため広報
と防災に関わる協力者を増やす。 6月20日（当日29日）

成育地域DIG(災害図上訓練）事
業支援

DIG実施のために参加者募集ポスターの作成をおこない地域住民へ告知をるす。
当日の事業運営の支援を行なう。
地域防災訓練に小学校が参加するために、地域と小学校との協議を支援する。

当日参加者：111名

地域では災害について関心度が低く、
避難所開設訓練は実施していない。

7月7日
9月18日
12月（訓練予定）

城東避難所開設訓練の実施支
援

避難所及び避難所開設について勉強会を実施する。勉強会実施後、ワークショップ
形式で災害などの地域の課題を共有し、避難所開設訓練に望む。

参加者　 7/7：8名
　　　　　　9/18：ワークショップ32名

地域活動を長年実施しているが、課題
の確認と共有を必要性を感じている。

8月5日～
城東地域課題の抽出のために、
アンケート調査実施の合意形成
と実施運営の支援

現在実施している地域活動を再設計するために、課題を確認する必要がある。その
ために地域のアンケート調査を実施する旨の提案をおこない、運営委員の合意形
成をおこなった。下半期には、各団体が連携して、アンケート調査実施するので支
援をする。

全世帯対象のアンケート調査実施の一
定の合意を得れたので、調査項目の検
討を支援する。

60歳以上の人が区内で多く、軽作業が
できない高齢者と時間があるリタイアし
た人の活用。

8月10日～
今福お助け隊事業計画作成の
支援

60歳以上の人が区内で多く、軽作業ができない高齢者と時間があるリタイアした人
の活用のマッチングをする。コミュニティビジネスの視点から事業検討し、他地域の
事例を紹介する。ニーズ把握の調査を提案し、実施に向けて検討している。

役員５名、包括支援センターとニーズ調
査の検討。

法人格の取
得

事業を継続するために、事業主体をどう
するか。法人格を取得するための意義
と取得の知識が不足している。

7月3日
法人格取得に関する情報提供と
設立についての説明

NPO法人設立に関する情報提供を行い、NPO法人設立についての説明を行い、財
源のための助成金情報を提供する。

出席者：13名

災害時の避難に関して、地域住民が参
加した訓練を実施しておらず、避難所
や避難ルートを知らない。

5月15日～6月27日
今福地域防災避難訓練の企画・
運営実施の支援（再掲）

災害時に避難先、避難ルートを知るために訓練を実施する。地域及び小学校児童
の連携しておこなう。事業企画と、当日の運営支援をする。事前に防災リーダーをは
じめ、防災部会の構成員に避難訓練の情報提供と運営方法、課題の共有を図り実
施する。ポスターにより住民の参加を促す。

参加者児童191名　住民400名

外出をする機会の少ない高齢者の多い
地域であり、子どもが少ない。

5月24日
森之宮フェスティバル事業運営
支援

地域の子どもが活躍する文化祭の企画、運営をすることで、高齢者の参加を促し、
世代間の交流ができ内容の改善を支援する。また、子ども、高齢者に関わる団体間
が連携して事業を進める。

参加者：述べ800名

地域住民の大部分は、集合住宅に住
む住民である。菫地域の歴史を知ること
で、地域に愛着をもつ。

5月25日 すみれ魅力創出事業実施支援
菫地域の文化、伝統、旧跡などを掘り起こして、地域の魅力を再発見し、愛着を
持ってもらうための事業を企画提案する。最初は案内人により、地域内及び隣接地
域のまち歩きの実施運営を支援する。

参加者:40名
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地域活動が地域住民に浸透しておら
ず、住民の地活協会に対する認識が不
十分である。

6月～ 菫地域活動協議会の広報支援
事業をポスター、チラシだけでなく、広報紙、HP、フェイスブックなどを通じで周知
し、事業の参加者や出演者を募る。また、地活協の広報をすることで、地活協の協
力者を増やす。

はぐくみネット、PTAから事務、広報担
当で
6名参加

地域には高齢者が多く、河川に囲まれ
ており、地域にあった現実的な避難訓
練の実施。

6月5日～
（当日：6月27日）

今福地域防災訓練事業実施、事
務支援（再掲）

全住民を対象とした避難訓練を実施を考えていが、地域にはノウハウがないので、
他地域の事例紹介、訓練資料の情報提供を行い、事業実施を支援する。今福小学
校と連携をとり、学童の参加を得るための調整をする。

参加者:児童191名、住民400名

地域行事で一番大きな行事であるが、
参加者がH25年度は少なく、H26年度
で改善しH25年度より多くなっている
が、他地域と比較して参加者が少ない。

6月5日～
（当日：7月26日）

城東地域盆踊り事業支援
他地域のまつりと比較して、劣っているものを検討し、内容について、各町会から夜
店出店することを提案し、夜店運営の指導をする。また、集客を増やすためには、以
前より優れたデザインや内容がわかりやすいポスターを作成し告知をした。

参加者：のべ2800名

盆踊り事業は、前年度踏襲の事業と
なっており、参加者が少ない。

6月8日～
（当日：7月26日）

城東地域盆踊り事業の改善支援

盆踊り事業を、より多くの集客と活性化をするために、運営方法と他地域の情報提
供をおこなう。前年度アンケートを基に、事業改善を図るというPDCAサイクルをつく
る。作成方法を指導する。次回のために、自由な議論の場を設定し反省会を実施す
る。

参加者：2800名

住民に地域行事の理解が低く、活動に
参加する人が少ない。

6月10日～9月13日
中浜防災訓練事業企画、実施運
営の支援

安否確認訓練、避難訓練、防災訓練の防災をきっかけに地域行事への参加を促
し、参加を得るためにポスター、チラシでの告知を実施する。また、災害時に協力し
ていただける人を登録することで、担い手の発掘をする。防災訓練を契機に、包括
支援センター、病院、小中学校との連携をおこなう。

本会場に参加：500名
一時避難所に安否確認報告をした世
帯
　：1223世帯
災害ボランティア登録者：　30名

防災訓練が毎年同じで、訓練参加者が
少ない。

6月14日 菫地域防災訓練の支援
他地域の防災訓練の情報を提供し、多くの住民が参加するためのポスターやフェイ
スブックを通じ、参加者増をはかる。

参加者：200名

災害時に地域におけるボランティア、協
力者の数が不足している。

6月15日～
成育地域防災委員の仕組づくり
の支援（再掲）

地域住民を対象に、平常時には災害に対する情報提供や防災訓練の参加、災害
時にはボランティアとして協力してくれる方を、また防災委員として登録してくれる方
を募集する仕組みを作る、ポスターなど媒体を利用しての合意形成の支援をする。

会議3回　出席者：36名

UR団地内における独居高齢者の「孤独
死」が多く、つながりを作る機会と場所
が少ない。

6月16日～
森之宮「縁側カフェ」事業企画及
び実施の支援

地域の課題である独居高齢者の「孤独死」を未然に防ぐために、憩の家を地域全体
の「縁側的居場所」とし、気軽に集う場を提供し、また他の高齢者とのつながりを作る
場所を提案し、実施運営するための支援をする。既存団体の担い手だけでなく、こ
の事業を契機にボランティアの募集をおこない、担い手を増やす。

新規ボランティア：5名
７月～８月：毎月10名

独居高齢者の居場所がなく、また地域
内には食料品店がないので、買い物す
る場所がない。

6月16日～
森之宮「縁側カフェ」事業企画及
び実施の支援

地域の課題である独居高齢者の「孤独死」を未然に防ぐために、憩の家を地域全体
の「縁側的居場所」とし、気軽に集う場を提供し、また他の高齢者とのつながりを作る
場所を提案し、実施運営するための支援をする。既存団体の担い手だけでなく、こ
の事業を契機にボランティアの募集をおこない、担い手を増やす。

新規ボランティア：5名
７月～８月：毎月10名

地域活動に関わりの薄かった住民を防
災訓練をきっかけに参加を促す。

6月16日～9月13日 中浜防災訓練事業実施支援 防災訓練の参加を促す。見て分かりやすいポスター、チラシを作成し、告知をする。

町会回覧、ポスター、フェイスブックに
掲載し
前回→今回の参加者
会場：700名→650名（内子供9名→70
名）
安否確認世帯世帯　1535世帯→1223

ポスターを使って事業の告知をおこなう
が、住民参加を促すための作りになっ
ていない。

5月29日
（訓練当日：6月21日）

鯰江地域の告知ポスター作成の
勉強会

防災訓練の告知で、見てもらえるポスターを作成することで、住民の参加を前回より
も増やす。

参加者：110名

地域に関わりの少ない住民が、つながり
を作るきっかけにするために、住民参加
型のフェスティバルを実施する。

6月20日～11月3日
（予定日：11/3）

聖賢地域フェスティバル実施の
支援

新規事業実施にかかる企画の提案をする。実施に向けてアドバイスなどをおこな
い、支援の継続をする。

新規事業実施（11/3）
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地域が独自で効果的な情報発信がで
きることを目指す。

6月21日
鯰江地域防災訓練事業実施支
援

防災訓練を実施するために、事業実施、事務支援をする。前回より広く住民に参加
を促すために、参加促進のポスターとチラシの作成支援を行う。

訓練参加者：110名

地域まつりに来ない住民参加を得るた
めに、まつりの内容と告知について改
善する必要がある。

6月26日～7月25日 今福まつり事業支援
まつりを活性化するために、他地域の情報提供をおこない新規プログラムの提案を
おこなう。ポスター、チラシ、フェイスブックなどで、広く地域住民に周知する。

参加者：のべ700名

盆踊り事業に、地域住民の参加者が少
なく、実施するための財源が少ない。地
域活動を広く住民に知らせる必要があ
る。

7月1日～31日
（当日：7月25日、26
日）

中浜地域盆踊り事業支援

26年度盆踊り事業が終了後から27年度に向けて、盆踊りの活性化と、財源確保のた
めに事業検討会の支援をおこなう。活性化のための集客方法や、財源確保のため
の寄付集金方法などを指導する。また集客のために、夜店の出店、チラシ、ポス
ターの作り方の指導をする。また、アンケートの実施をすることで、盆踊りにおける課
題の検証を行う。

参加者：のべ1700名

認知症が多くなって来ている中、本人
や家族が基礎的な学習とネットワークを
つくる。

７月１日
聖賢認知症講演会事業実施支
援

地域と病院とのマッチングをおこない、病院（東大阪病院）と連携し、認知症講演会
を実施する。

参加者：30名

地域内で子育て世帯が少ない上に、子
育てに孤立している母さんのつながり、
相談相手が無い。

7月2日～
森之宮地域子育てサロン行事支
援

子育てサロンのポスター作成をおこない、集客する。フェイスブックを利用して、子育
てサロンの楽しさを見せることで、サロンイベントの参加を誘導する。イベントの内容
の提案と実施運営の支援をする。サロンイベントを契機に子育てサロンを利用しても
らい、お母さん同士のつながりをつくる。

参加者：親子12組

地域行事に参加の少なかった住民や、
小学生の行事参加者を増やすため。

7月5日 成育文化祭運営支援
子どもを対象とした発表会を実施することで、子どもを介在に、地域活動に関わりの
少なかった世代の参加を目指す。分かりやすいポスターの作成を指導することで、
前年度より参加者を増やす。

参加者：330名
出演団体：10団体

地域活動にかかわりの少ない人の参加
を促し、地活協内の団体及び、地域の
団内と協働事業の実施。

7月23日～7月25日 聖賢まつり事業支援
構成団体以外の団体の参加を得るために、協力してくれる団体へ説明に行き、参加
を促す。また各団体の運営スタッフが、円滑に運営をするために、マニュアルの作成
等の事務支援をする。

参加者：のべ2000名

外出をする機会の少ない高齢者の多い
地域であり、子どもが少ない。

5月24日
森之宮フェスティバル事業運営
支援（再掲）

地域の子どもが活躍する文化祭の企画、運営をすることで、高齢者の参加を促し、
世代間の交流ができ内容の改善を支援する。また、子ども、高齢者に関わる団体間
が連携して事業を進める。

参加者：800名

独居高齢者の居場所がなく、また地域
内には食料品店がないので、買い物す
る場所がない。

6月16日～
森之宮縁側カフェ事業企画及び
実施の支援（再掲）

地域の課題である独居高齢者の「孤独死」を未然に防ぐために、」憩の家を地域全
体の「縁側的居場所」とし、気軽に集う場を提供し、また他の高齢者とのつながりを
作る場所を実施運営するために支援する。地域内の病院（森之宮病院）及び包括
支援センーと連携を図り、高齢者の見守りも実施しする。買い物難民のために、青
果販売も同時に実施し、高齢者以外の住民も集客する。（再掲）

新規ボランティア：5名
７月～８月：毎月10名

地域活動にかかわりの少ない人の参加
を促し、地活協内の団体及び、地域の
団内と協働事業の実施。

7月23日～7月25日 聖賢まつり事業支援（再掲）
構成団体以外の団体の参加を得るために、協力する団体へ説明に行き、参加を目
指す。また各団体の運営スタッフが、円滑に運営をするために、マニュアルの作成
等の事務支援をする。

参加者：のべ2000名
従事者：500名

地域活動に参加する若い人が少ない。 8月28日
成育成人式運営委員募集の支
援

成人式運営委員会に新成人参加し、成人式を運営することで、将来の担い手となる
契機とするために、企画運営を支援をする。

対象：新成人130名に協力者を募集　4
名

地域に関わりの薄かった住民の参加促
進及び担い手の発掘が無い。

9月13日（予定）
中浜地域防災訓練事務、実施支
援（再掲）

安否確認訓練、避難訓練、防災訓練の防災をきっかけに地域行事への参加を促
し、積極的なさんを得るために、ポスター、チラシでの告知を実施する。また、災害
時に協力をくださる人を登録することで、先ず、担い手の発掘をする。防災訓練を契
機に、包括支援センター、病院、小中学校との連携をすすめる。

本会場に参加：500名
一時避難所に安否確認報告をした世
帯
　：1223世帯
災害ボランティア登録者：　30名

　
　
　
自
律
的
運
営
に
向
け
た
地
域
活
動
協
議
会
の
取
組

（
イ
メ
ー

ジ

）

これまで地
域活動に関
わりの薄かっ
た住民の参
加の促進

イベント等の
取組に、これ
まで地域活動
に関わりの薄
かった住民の
参加が促進さ
れ、地域住民
同士のつなが
りが拡大して
いる

地活協を構
成する活動
主体同士
や、地活協と
他の活動主
体との連携・
協働が促進
されている。

地活協を構
成する活動
主体同士
や、地活協と
他の活動主
体との連携・
協働が促進
されている。

地域活動協
議会を構成
する活動主
体同士の連
携・協働（担
い手の拡大
含む）【地域
活動協議会
内部】

3



（平成27年度中間）［様式１－１］

地域活動協議会への支援状況（運営）

【　城　東　区】　（受託者：一般財団法人大阪市コミュニティ協会　）

地域活動協議
会の取組（※）

地域課題やニーズ
（支援が必要な課題等）

実施時期 支援策（取組）名称 支援（取組）概要
実績

（参加者数等）

　
　
　
自
律
的
運
営
に
向
け
た
地
域
活
動
協
議
会
の
取
組

（
イ
メ
ー

ジ

）

めざす姿

住民に地域行事の理解が低く、活動に
参加する人が少ない。

6月10日～9月13日
中浜防災訓練事業企画、実施運
営の支援（再掲）

安否確認訓練、避難訓練、防災訓練の防災をきっかけに地域行事への参加を促
し、参加を得るためにポスター、チラシでの告知を実施する。また、災害時に協力を
くださる人を登録することで、担い手の発掘をする。防災訓練を契機に、包括支援セ
ンター、病院、小中学校との連携をおこなう。

森之宮病院、しぎの黄金の里と連携し
て実施。

認知症が多くなって来ている中、本人
や家族が基礎的な学習とネットワークを
つくる。

７月１日
聖賢認知症講演会事業実施支
援（再掲）

地域と病院とのマッチングをおこない、病院（東大阪病院）と連携し、認知症講演会
を実施する。

参加者：30名

地域活動にかかわりの少ない人の参加
を促し、地活協内の団体及び、地域の
団内と協働事業の実施。

7月23日～7月25日 聖賢まつり事業支援（再掲）
構成団体以外の団体の参加を得るために、協力する団体へ説明に行き、参加を目
指す。また各団体の運営スタッフが、円滑に運営をするために、マニュアルの作成
等の事務支援をする。

NPO法人水耕栽培福祉普及協会、
NPO法人地域自立支援推進協議会が
協力、東大阪病院、中学校の協力

地域にある店舗が、地域行事への参
加、協力が無く、地域と店舗のつながり
が無い。

７月24日 地域行事への参加、募集の支援
聖賢まつりをきっかけとして、地域で営業してる店舗に、行事への参加協力が出来
るつながりをつくる。

3店舗（1店舗参加）

地域に関わりの薄かった住民の参加促
進及び担い手の発掘が無い。

9月13日（予定）
中浜地域防災訓練事務、実施支
援（再掲）

安否確認訓練、避難訓練、防災訓練の防災をきっかけに地域行事への参加を促
し、積極的なさんを得るために、ポスター、チラシでの告知を実施する。また、災害
時に協力をくださる人を登録することで、先ず、担い手の発掘をする。防災訓練を契
機に、包括支援センター、病院、小中学校との連携をすすめる。

本会場に参加：500名
一時避難所に安否確認報告をした世
帯
　：1223世帯
災害ボランティア登録者：　30名

地域公共人
材の活用

― ― ― ― ―

地域が独力で、会議の実施運営、終了
後の議事録作成ができる地域と、支援
が必要な地域が存在する。

4月1日～
各地域総会、部会開催、運営支
援

会議案内及び資料作成ができつつある。議事録作成の指導をおこない、担当者が
交代しても継続ができる体制をつくる。独力で総会を開催できない地域に対して、個
別に支援する。

―

担当者が交代すれば、また最初からの
説明が必要になり、地域で知識の流れ
ができていない。

5月22日
成育地域会計実務者会議の支
援

本会計から、新会計担当者、各事業金銭出納責任者に会計説明をおこなう支援を
し、会計事務の継続を図るための仕組みづくりをする。

出席者：15名

規約に沿った総会運営を取り組んでい
るが、まだ独力でできない。

5月8日～5月23日
聖賢地活協運営委員会開催及
び運営支援

規約に沿った総会運営を取り組んでいる途中であり、総会資料、議事録作成等の事
務支援、運営支援をおこなう。

―

事務処理の継続が組織として不十分な
ので、書類の引き継ぎが円滑に出来て
いない。

4月～
菫地域活動協議会事務局の運
営支援

事務局を設置したので、役割や運営方法、総会、部会会議の実施方法などを指導
する。また、継続して、広報や人材の発掘の方法を教える。

はぐくみネット、PTAから事務、広報担
当で
6名参加

パソコンを使っての補助金報告書作成
の理解が少し不足してる。

4月1日～4月30日 榎並地域決算事務作業の支援 パソコンを使って会計をおこなっているが、精算報告書の作成の指導をする。 　役員、会計　のべ16名

本会計が地活協会計の決算をおこなう
が、決算、補助金報告書作成の理解が
不足している。

4月1日～4月17日
森之宮地域決算事務作業の支
援

補助金精算報告書の確認をおこないつつ、本会計に改めて会計事務を説明指導
すと同時に、作成支援をする。

―

本会計が地活協会計の決算をおこなう
が、決算、補助金報告書作成の理解が
不足している。

4月1日～4月17日 鯰江地域決算事務作業の支援
補助金精算報告書の確認をおこないつつ、本会計に改めて会計事務を説明指導
すと同時に、作成支援をする。

―

議決機関
（総会・運営
委員会等）の
適正な運営

会計事務の
適正な執行

　
　
　
自
律
的
運
営
に
向
け
た
地
域
活
動
協
議
会
の
取
組

（
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ー

ジ

）

地活協を構
成する活動
主体同士
や、地活協と
他の活動主
体との連携・
協働が促進
されている。

地活協を構
成する活動
主体同士
や、地活協と
他の活動主
体との連携・
協働が促進
されている。

Ⅲ　組織運営

民主的で開
かれた組織
運営と会計
の透明性が
確保されて
いる

地域活動協
議会と他の
活動主体と
の連携・協働
【外部との連
携・協働】

4



（平成27年度中間）［様式１－１］

地域活動協議会への支援状況（運営）

【　城　東　区】　（受託者：一般財団法人大阪市コミュニティ協会　）

地域活動協議
会の取組（※）

地域課題やニーズ
（支援が必要な課題等）

実施時期 支援策（取組）名称 支援（取組）概要
実績

（参加者数等）

　
　
　
自
律
的
運
営
に
向
け
た
地
域
活
動
協
議
会
の
取
組

（
イ
メ
ー

ジ

）

めざす姿

補助金報告書作成の理解が不足して
いる。

４月１日～5月18日 今福地域決算事務作業の支援
地域活動協議会会計書類を確認し、補助金報告書等の作成支援をする。また修正
をおこなう。

―

本会計担当は、補助金報告書作成の
理解をしているが、部会会計の担当者
と役割が明確で無い。

4月1日～5月14日 城東地域活動協議会会計支援
補助金精算報告書の確認、修正をおこないつつ、本会計、部会会計の役割の仕組
みをつくる。

―

補助金決算報告書の確認と注意点の
説明をする。

4月1日～4月28日 城東地域活動協議会会計支援
本会計の担当者は、地活協会計を理解しているので、確認と部会会計に対しての
会計説明をおこなう。部分的な修正の支援をする。

―

本会計担当は、補助金報告書作成の
理解が進んでいるが、部会会計の担当
者が理解不足である。

4月1日～5月8日 鴫野地域決算事務作業の支援
本会計の担当者は、地活協会計を理解しているので、確認と部会会計に対しての
会計説明をおこなう。

―

補助金報告書等の確認 4月9日～4月20日
菫地域活動協議会決算事務作
業の支援

事務局が設置されており、会計事務は事務局担当者から、各部会へ説明指導する
仕組みができているので、事務局に対する説明と確認をおこなう。

―

会計事務に関して理解が不足してる。 4月9日～6月10日
東中浜地域決算事務作業の支
援

会計書類を確認して、補助金報告書等の作成を支援する。補助金精算マニュアル
を作成し、運営委員会で説明をする。

―

担当者が交代すれば、また最初からの
説明が必要になり、地域で知識の蓄積
が少ない。

4月10日、5月14，

5/22日（再掲）
成育地域会計勉強会の支援

本会計から、新人の各会計担当者、各事業金銭出納責任者に会計説明をおこなう
ことを支援し、会計事務の継続を図る仕組みをつくる。

出席者　4/10： 5名
　　　　　 5/14： 5名
            5/22：15名

パソコンを使っての会計事務の理解不
足

4月15日～5月7日 中浜地域決算事務作業の支援
パソコンのソフトを提供して会計を処理しているので、使い方の指導をする。決算書
の作成方法を説明、指導する。

―

本会計担当は、補助金報告書作成の
理解が進んでいるが、部会会計の担当
者が理解不足である。

4月16日～5月7日 諏訪地域決算事務作業の支援
本会計の担当者は、地活協会計を理解しているので、確認と部会会計に対しての
会計説明をおこなう。

―

本会計が地活協会計の決算をおこなう
が、決算、補助金報告書作成の理解が
不足している。

4月20日～4月28日 聖賢地域決算事務作業の支援
補助金精算報告書の確認をおこないつつ、本会計に改めて会計事務を説明指導
すと同時に、作成支援をする。

―

会計担当者が交代したが、会計事務の
ノウハウの蓄積、継続がない。

6月18日 鯰江会計勉強会実施支援 本会計と部会会計で会計知識の共有を図り、会計事務を継続する仕組みをつくる。 出席者：5名

地活協本会計は、理解が進んでおり、
各部会会計の理解不足である。

6月22日 鴫野会計勉強会実施支援 本会計から各部会会計及び金銭出納責任者への会計説明の支援をする。 出席者：11名

フィスブックを設置したが、投稿の少な
い地域がある。

4月～ フェイスブック作成支援
フェイブックの投稿及び、各地域での投稿者にフェイスブックの操作の指導をする。
投稿者が少ないので、投稿者を探し出す手法等を支援する。

―

目を引くポスター、チラシでなく、事業に
よっては告知も行なっていない。

4月～ ポスター、チラシ作成支援
各地域で作成しだしている、事業ポスター、チラシを、住民に見てもらえるポスター、
チラシの作成方法を指導する。また、作成していない事業に関しては、様式を提供
し作成指導する。

―

会計事務の
適正な執行

　
　
　
自
律
的
運
営
に
向
け
た
地
域
活
動
協
議
会
の
取
組

（
イ
メ
ー

ジ

）

多様な媒体
による広報
活動

民主的で開
かれた組織
運営と会計
の透明性が
確保されて
いる

5



（平成27年度中間）［様式１－１］

地域活動協議会への支援状況（運営）

【　城　東　区】　（受託者：一般財団法人大阪市コミュニティ協会　）

地域活動協議
会の取組（※）

地域課題やニーズ
（支援が必要な課題等）

実施時期 支援策（取組）名称 支援（取組）概要
実績

（参加者数等）

　
　
　
自
律
的
運
営
に
向
け
た
地
域
活
動
協
議
会
の
取
組

（
イ
メ
ー

ジ

）

めざす姿

地域活動が地域住民に浸透しておら
ず、住民の地活協会に対する認識が不
十分である。

6月～ 菫地域活動協議会の広報支援

地活協の広報の方法を指導する。事業、地活協をポスター、チラシだけでなく、広報
紙、HP、フェイスブックなどを通じで周知し、事業の参加者や出演者を募る。また、
地活協の広報をすることで、地活協の協力者を増やす。
地域のまつりなどの場で、広報をすることで住民に地活協のことを伝える。

上半期　1回発行

フェイスブックでの広報が充分でないの
で、情報発信者を増やす。

6月30日 諏訪地域フェイスブック勉強会
フェイスブックの必要性、楽しさを勉強し、地活協の情報を発信する担い手をつく
る。

参加者：17名

担い手が少ないので、フェイスブックを
利用していいる住民に投稿を伝え、投
稿のルール作りが必要である。

7月22日
8月21日

諏訪地域フェイスブック運営の支
援

参加者を増やして、個人情報の理解と運用のルールを投稿者に共有するように伝
え、参考事例と案を提示して説明する。

出席者　各5名

ビジネス手法
で解決できる
課題を探し
て、事業計画
を実施する

60歳以上の人が区内で多く、軽作業が
できない高齢者と時間があるリタイアし
た人の活用

8月10日～
今福お助け隊事業計画作成の
支援(再掲）

60歳以上の人が区内で多く、軽作業ができない高齢者と時間があるリタイアした人
の活用のマッチングをする。コミュニティビジネスの視点から事業検討し、他地域の
事例を紹介する。ニーズ把握の調査を提案し、実施に向けて検討している。

役員5名、包括支援センターとニーズ調
査の検討。

※具体的な取組については「自律的運営に向けた地域活動協議会の取組（イメージ）」を参照

　
　
　
自
律
的
運
営
に
向
け
た
地
域
活
動
協
議
会
の
取
組

（
イ
メ
ー

ジ

）

（区が「自律的運
営に向けた地域
活動協議会の取
組（イメージ）」に
おいて設定した
もの。設定してい
る具体の取組を
右欄に記載）

Ⅳ　区独自取組

多様な媒体
による広報
活動

民主的で開
かれた組織
運営と会計
の透明性が
確保されて
いる
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